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年
頭
ご
あ
い
さ
つ

謹賀新年

あ
け
ま
し
て　

お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
の
発
生
か

ら
、
ま
も
な
く
３
年
が
過
ぎ

よ
う
と
し
て
い
ま
す
が
、
東

京
電
力
福
島
第
一
原
子
力

発
電
所
事
故
の
収
束
に
向

け
た
具
体
像
が
見
え
な
い

ま
ま
に
新
年
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

農
業
団
体
は
、
関
係
機
関
と
連
携
し
、
風
評
の
払
拭
に
向
け
、
米

の
全
量
全
袋
検
査
な
ど
農
作
物
の
放
射
性
物
質
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
検
査

の
継
続
や
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
等
に
お
い
て
地
元
農
産
物
の
安
全
性
を

Ｐ
Ｒ
す
る
と
と
も
に
、
農
業
用
た
め
池
除
染
に
必
要
な
調
査
実
施
を

国
等
に
働
き
か
け
る
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
・
手
法
に
よ
り
、
対
策

を
講
じ
て
お
り
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
風
評
の
払
拭
に
は
至
っ
て
い
な

い
現
状
に
あ
り
ま
す
。

震
災
以
降
、「
絆
」
と
い
う
言
葉
を
よ
く
耳
に
し
ま
す
が
、
仲
間

同
士
の
結
び
つ
き
を
「
同
じ
釜
の
飯
を
食
っ
た
仲
」
と
表
す
こ
と
な

ど
か
ら
も
窺
え
る
と
お
り
、瑞
穂
の
国
と
呼
ば
れ
る
日
本
の
お
米
は
、

暮
ら
し
と
文
化
に
深
く
根
ざ
し
て
き
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

そ
の
一
方
で
、
日
本
の
農
業
・
農
村
、
ひ
い
て
は
日
本
文
化
を
根

底
か
ら
脅
か
す
可
能
性
の
あ
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
が
大
詰
め
を
迎
え
る
な

か
、「
息
を
飲
む
ほ
ど
美
し
い
棚
田
の
風
景
を
守
る
」
と
語
っ
た
安

倍
首
相
は
、
40
年
以
上
続
け
て
き
た
コ
メ
政
策
を
唐
突
に
転
換
す
る

こ
と
を
決
定
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
我
々
農
業
者
は
先
行
き
の
見
え

な
い
国
の
舵
取
り
に
不
安
を
覚
え
て
お
り
、市
場
原
理
の
名
の
下
に
、

日
本
文
化
そ
の
も
の
や
、
地
域
を
守
り
続
け
て
き
た
コ
メ
作
り
を
中

心
と
す
る
社
会
の
あ
り
方
を
失
う
こ
と
に
な
り
は
し
な
い
の
だ
ろ
う

か
と
、
強
く
危
惧
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

だ
か
ら
こ
そ
、
我
々
農
業
者
は
、
自
分
達
が
生
産
し
た
農
産
物
に

自
信
を
持
つ
必
要
が
あ
り
ま
す
。
古
来
、
味
噌
が
身
礎
（
み
そ
）
と

呼
ば
れ
て
い
た
こ
と
を
思
い
返
し
、
体
を
作
る
食
料
を
生
産
し
て
い

る
と
い
う
誇
り
と
自
覚
を
持
ち
、
地
産
地
消
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
、

地
域
の
農
業
者
が
消
費
者
に
直
接
食
料
を
届
け
ら
れ
る
よ
う
「
持
参

地
消
」
の
言
葉
を
心
に
刻
み
、
農
に
一
層
寄
与
出
来
る
よ
う
、
今
年

こ
そ
「
最
幸
」
の
年
に
な
る
た
め
の
努
力
を
重
ね
て
参
り
ま
す
の
で
、

皆
様
方
の
ご
指
導
、
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
し
て
、
年

頭
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

福島県浜通り地方の農業の
　　　復旧・復興に向けた要望書提出

（福島復興再生総局）

いわき市農業委員会
会長 　鈴木　理
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政
府
は
、
二
〇
二
〇
年
東
京
五
輪
招
致

に
伴
い
、
政
府
主
導
に
よ
る
汚
染
水
対
策

の
実
施
を
、
実
質
的
な
国
際
公
約
と
し
た

と
こ
ろ
で
あ
り
、
汚
染
水
の
最
終
的
な
処

分
方
法
・
処
理
工
程
を
具
体
的
に
示
す
な

ど
、
政
府
の
責
任
の
下
、
廃
炉
に
向
け
た

取
り
組
み
を
全
力
で
着
実
に
進
め
る
と
と

も
に
、
原
発
事
故
発
生
に
由
来
す
る
賠
償

問
題
の
解
決
や
、
営
農
再
開
に
至
る
こ
と

も
含
め
て
こ
そ
、
原
発
事
故
の
真
の
収
束

で
あ
り
ま
す
の
で
、
原
発
事
故
被
害
者
の

視
点
に
立
ち
、
政
府
が
全
面
的
に
支
援
す

る
な
ど
、
次
の
５
項
目
に
つ
い
て
要
望
し

て
お
り
ま
す
。

①　

原
発
事
故
の
真
の
収
束

②　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉

③　

経
営
所
得
安
定
対
策
の
法
制
化

④　

農
地
所
有
に
か
か
る
関
連
法
令
の
整

備

⑤　

農
産
物
の
消
費
税
増
税
対
策

　

農
業
用
た
め
池
の
下
流
等
に
放
射
性
物

質
が
拡
散
し
た
場
合
、
農
地
の
汚
染
や
風

評
の
発
生
な
ど
、
農
業
経
営
に
与
え
る
影

響
は
甚
大
で
あ
り
ま
す
の
で
、
農
業
者
の

不
安
を
解
消
し
、
安
心
か
つ
意
欲
的
に
農

業
経
営
を
行
う
た
め
、
農
業
用
た
め
池
等

を
除
染
対
象
と
し
て
計
画
等
に
位
置
づ
け

る
な
ど
、
早
急
に
対
応
方
針
を
明
確
に
す

る
よ
う
国
に
働
き
か
け
る
こ
と
な
ど
、
次

の
５
項
目
に
つ
い
て
要
望
し
て
お
り
ま

す
。

①　

意
欲
あ
る
担
い
手
の
規
模
拡
大
支
援

②　

放
射
性
物
質
吸
収
抑
制
資
材
の
無
料

配
布
継
続

③　

農
業
用
た
め
池
の
除
染

④　

放
射
能
対
策
の
専
門
研
究
機
関
及
び

農
学
部
の
設
置

⑤　

出
荷
制
限
区
域
等
の
細
分
化

　

山
林
に
蓄
積
し
た
放
射
性
セ
シ
ウ
ム

は
、
風
雨
に
よ
り
、
隣
接
す
る
農
地
な
ど

に
い
ず
れ
は
流
入
す
る
こ
と
が
容
易
に
想

像
で
き
ま
す
の
で
、
除
伐
、
間
伐
事
業
の

全
体
量
を
前
倒
し
す
る
な
ど
、
森
林
内
の

放
射
線
量
や
濃
度
の
低
減
を
図
る
処
理
と

と
も
に
、
伐
裁
木
の
流
通
先
の
確
保
と
多

種
多
様
な
活
用
方
法
を
早
期
に
講
じ
る
こ

と
な
ど
、
次
の
４
項
目
に
つ
い
て
要
望
し

て
お
り
ま
す
。

①　

森
林
除
染
の
対
象
拡
大
及
び
伐
採
木

活
用
の
早
期
対
応

②　

地
域
材
の
消
費
拡
大

③　

森
林
へ
の
直
接
支
払
制
度
の
創
設

④　

簡
易
間
伐
作
業
道
開
設
に
か
か
る
補

助
事
業
の
拡
大

　

自
家
消
費
用
作
物
等
の
放
射
能
簡
易
検

査
の
利
便
性
向
上
と
し
て
、
非
破
壊
式
検

査
機
器
の
導
入
や
検
査
場
所
と
受
付
日
の

拡
大
な
ど
、
取
り
組
み
の
継
続
と
強
化
に

併
せ
て
、
産
地
か
ら
消
費
地
へ
の
風
評
対

策
に
注
力
し
た
既
存
の
取
り
組
み
か
ら
、

地
元
消
費
者
の
目
線
に
た
っ
た
情
報
発
信

に
軸
足
を
移
す
と
と
も
に
、
市
独
自
の
安

全
宣
言
を
行
う
こ
と
を
視
野
に
入
れ
、
新

た
な
戦
略
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
土
壌
の
放

射
性
物
質
濃
度
調
査
を
定
期
的
に
実
施
・

公
表
す
る
こ
と
な
ど
、
次
の
７
項
目
に
つ

い
て
要
望
し
て
お
り
ま
す
。

①　

担
い
手
に
と
っ
て
魅
力
の
あ
る
環
境

づ
く
り

②　

農
業
者
が
主
役
と
な
る
６
次
産
業
化

の
推
進

③　

基
盤
整
備
の
加
速
に
向
け
た
受
益
者

負
担
の
軽
減

④　

風
評
対
策
の
強
化

⑤　

イ
ノ
シ
シ
被
害
対
策
の
強
化

⑥　

震
災
復
興
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
農
業

生
産
振
興
策

⑦　

農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
の
柔
軟
な

運
用

　

農
業
委
員
会
で
は
、
去
る
10
月
16
日
、

鈴
木
会
長
ほ
か
役
員
５
名
が
、「
い
わ
き

市
農
林
業
施
策
に
関
す
る
建
議
」
を
清
水

市
長
に
提
出
す
る
と
と
も
に
、
根
本
茂
市

議
会
議
長
並
び
に
遊
佐
勝
美
副
議
長
へ
、

建
議
内
容
の
実
現
に
向
け
た
支
援
を
要
請

い
た
し
ま
し
た
。

　

こ
の
建
議
書
は
、
農
業
者
の
意
見
・
要

望
等
を
平
成
26
年
度
の
農
林
業
施
策
に
反

映
さ
せ
、
ま
た
国
や
県
等
関
係
機
関
へ
の

働
き
か
け
を
市
へ
要
望
す
る
た
め
、
農
業

委
員
24
名
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
農
政
振
興

部
会
で
審
議
・
作
成
し
、
総
会
に
お
い
て

農
業
委
員
会
の
総
意
と
し
て
承
認
さ
れ
た

も
の
で
す
。

　

建
議
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

▶
清
水
市
長
に
建
議
書
を
手
渡
す
鈴
木
会
長

県
の
農
業
施
策
へ
の
要
望

国
の
農
業
施
策
へ
の
要
望

い
わ
き
市
の
農
業
振
興
施
策

い
わ
き
市
の
林
業
振
興
施
策

平
成
26
年
度

「
い
わ
き
市
農
林
業
施
策
に
関
す
る
建
議
」 
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○ 

帰
還
・
営
農
再
開
の
可
能
性
に
つ
い
て
、

国
が
方
向
性
を
示
す
こ
と
。

○ 

津
波
被
災
地
の
農
業
再
生
に
向
け
て
、

ほ
場
の
大
区
画
化
に
要
す
る
パ
イ
プ
ラ

イ
ン
等
の
整
備
な
ど
に
国
が
積
極
的
に

関
与
す
る
こ
と
。

○ 

帰
還
困
難
・
居
住
制
限
区
域
内
の
農
地

は
、
長
期
間
耕
作
が
出
来
な
い
状
況
に

あ
る
た
め
、
国
の
責
任
に
お
い
て
将
来

の
営
農
再
開
に
向
け
た
保
全
管
理
を
行

う
こ
と
。

○ 

国
直
轄
の
除
染
を
早
急
に
進
め
る
こ

と
。

○ 

農
業
者
が
自
主
的
に
除
染
し
た
経
費
を

補
償
す
る
こ
と
。

○ 

営
農
可
能
と
な
る
土
壌
中
の
放
射
性
物

質
濃
度
の
基
準
を
定
め
て
除
染
す
る
こ

と
。

　

今
回
ご
紹
介
す
る
の
は
、
平
中
神
谷
で

大
規
模
稲
作
を
営
む
鈴
木
一
成
さ
ん
で

す
。

　

秋
の
刈
取
り
の
忙
し
い
中
に
も
関
わ
ら

ず
、
快
く
取
材
に
応
じ
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。

　

今
年
度
は
、
奥
さ
ん
の
美
也
子
さ
ん
と

二
人
で
、
約
千
ａ
（
内
直
播
栽
培
百
ａ
）

を
作
付
け
し
て
い
ま
す
。

　

一
成
さ
ん
は
、
38
歳
の
と
き
に
勤
め
て

い
た
会
社
を
退
職
し
、
就
農
し
て
専
業
農

家
に
な
り
ま
し
た
。

　

就
農
直
後
か
ら
農
業
経
営
の
規
模
拡
大

に
取
り
組
み
、
就
農
か
ら
８
年
目
を
迎
え

る
現
在
で
は
、
就
農
時
の
２
倍
ま
で
耕
作

面
積
を
拡
大
し
、
今
後
も
さ
ら
な
る
規
模

○ 

規
制
区
域
の
内
外
を
問
わ
ず
、
農
地
価

格
の
下
落
な
ど
、
全
地
区
全
損
の
賠
償

を
早
急
に
行
う
こ
と
。

　

浜
通
り
地
方
の
農
業
は
、
東
日
本
大
震

災
に
加
え
、
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力

発
電
所
事
故
に
よ
る
原
子
力
災
害
な
ど
、

他
地
域
と
は
一
線
を
画
す
被
害
を
被
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
浜
通
り
地
方
の
13
農
業

委
員
会
に
よ
り
構
成
す
る
「
浜
通
り
地
方

農
業
委
員
会
協
議
会
」
で
は
、
浜
通
り
地

方
の
農
業
の
復
旧
・
復
興
に
向
け
た
独
自

の
要
望
活
動
を
行
う
た
め
、
去
る
10
月
11

日
に
、
鈴
木
会
長
ほ
か
12
名
が
福
島
市
の

福
島
復
興
再
生
総
局
に
赴
き
、
内
閣
府
大

臣
政
務
官
兼
復
興
大
臣
政
務
官
の
亀
岡
氏

に
要
望
書
を
提
出
し
て
参
り
ま
し
た
。

　

要
望
書
は
全
12
項
目
で
構
成
さ
れ
、
主

な
要
望
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▶
亀
岡
政
務
官
に
要
望
書
を
手
渡
す
鈴
木
会
長

がんばる農業者

ああのの人人ここのの人人

鈴
すず

木
き

一
かずなり

成さん（46歳）平中神谷

福
島
県
浜
通
り
地
方
の
農
業
の
復
旧
・
復
興
に
向
け
た
要
望
書
提
出

❶
農
地・農
業
の
復
旧・復
興
に
つ
い
て

❷
農
地
の
除
染
に
つ
い
て

❸
農
地・農
業
の
損
害
賠
償
等
に
つ
い
て

拡
大
に
取
り
組
ん
で
い
く
計
画
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
農
業
に
精
を
出
す
一
方
、

い
わ
き
市
農
協
農
青
連
、
水
稲
受
託
部
会

神
谷
支
部
、
神
谷
水
稲
部
会
な
ど
、
若
手

農
業
後
継
者
の
代
表
と
し
て
様
々
な
活
動

を
さ
れ
な
が
ら
、
地
区
住
民
の
生
命
と
財

産
を
守
る
消
防
団
の
班
長
を
任
さ
れ
る
な

ど
、
そ
の
活
躍
の
場
は
農
業
関
係
に
留
ま

ら
ず
、
地
域
に
お
け
る
中
核
的
な
人
物
と

し
て
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
の
直
後
か
ら
、
地
元
農

協
と
一
体
と
な
り
、
い
わ
き
産
農
産
物
の

風
評
被
害
払
拭
に
積
極
的
に
取
り
組
む
姿

に
は
多
く
の
反
響
が
あ
り
、
そ
の
熱
い
想

い
は
、
地
元
住
民
を
は
じ
め
と
す
る
多
く

の
皆
様
に
伝
わ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
地
元
の
子
ど
も
達
と
の
交
流
を

大
事
に
す
る
一
成
さ
ん
は
、
神
谷
水
稲
部

会
員
の
協
力
の
も
と
、
地
元
小
学
校
の
児

童
に
対
す
る
農
業
体
験
学
習
等
を
積
極
的

に
行
い
、
春
の
田
植
え
や
秋
の
収
穫
な
ど

の
貴
重
な
体
験
を
通
じ
、
子
ど
も
達
に
米

を
作
る
楽
し
み
や
大
切
さ
を
伝
え
る
な

ど
、
地
域
の
未
来
を
見
据
え
た
取
り
組
み

を
行
っ
て
お
り
、
学
校
で
は
学
べ
な
い
も

の
を
子
ど
も
達
が
学
ん
で
く
れ
れ
ば
と
、

一
成
さ
ん
は
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し

た
。

　

一
成
さ
ん
に
は
、
稲
作
を
中
心
と
す
る

地
域
農
業
の
中
核
的
な
担
い
手
と
し
て
、

今
後
も
益
々
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
ま
す
。（

執
筆　

渡
邉
和
夫　

委
員
）
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人と農地の問題を解決する未来の設計図「人・農地プラン」

　農業・農村における高齢化や後継者不足、耕作放棄地の増加などの「人と農地の問題」について、５年後、10年後の展
望を描くため、地域の皆さんで話し合い、プランを作り、実行していくことによって「人と農地」の問題を解決しましょう。
　作成したプランを実行するため、新規就農者の経営安定や担い手への農地集積を応援する支援策が活用できます。

人・農地プラン

地域の問題解決、担い手の育成・確保、経営の規模拡大・安定化

人・農地プラン作成の進め方（一般的な手順）人・農地プラン作成の進め方（一般的な手順）人・農地プラン作成の進め方（一般的な手順）

人・農地プランの作成は、地域の農業事情に応じて、最もふさわしい方法で進めることになります。

○地域の問題解決に向け
た有志の話し合い

○地域の中心となる経営
体からの問題提起

○市町村に相談・協議

○原案作成に向けた地
域内の意向調査

○プラン原案の作成

○市が事務局となり、関係者等
で構成する検討会を設置、
原案の妥当性を審査・検討

人・農地プラン
決定！

人・農地プラン
決定！

プラン作成の利点（活用できる主な支援策）プラン作成の利点（活用できる主な支援策）

1 担い手確保支援

農業を始めてから経営が安定するまでの方
（条件：45歳未満、総所得250万円未満、ほか）

2 農地集積支援

『分散錯圃解消協力金』（出し手に対する支援）
〔交付単価〕　５千円／10ａ

「人・農地プラン」に位置づけられた中心経営体の連坦化
に協力した方（中心経営体の経営耕地の隣接農地を集積）

　ほか、経営規模拡大支援のための金融支援（スーパーＬ資金）や、農業用機械等の導入支援（経営体育成支援事業）を活用出
来たり、基盤整備事業や共同利用施設整備事業等を申請した場合、事業採択検討の際に一定の配慮がなされるなど、人・農地
プランを作成した地域の支援充実が図られています。

いわき市内の「人・農地プラン」作成状況いわき市内の「人・農地プラン」作成状況

　いわき市では、人と農地等の問題解決に向けて「人・農地プラン」の作成を考えている方等への、相談・支援を行っていますの
で、お気軽にご相談ください。
※いわき市を含め、国が指定する被災50市町村では、「人・農地プラン」を「経営再開マスタープラン」と読み替えます。

№ 地区名（仮称） 中心となる
経営体数

中心となる
経営体以外の
経営体数

地域農業のあり方 活用事業 プラン作成時期

1 小久地区下集落 4 32 ・水稲直播栽培の推進・農産加工品の開発 農地集積支援金 平成25年２月

2 鹿島町米田集落 2 3 ・地域一体となった集落営農の推進 青年就農給付金 平成25年２月
3 富津町集落 2 1 ・高付加価値ねぎ栽培の推進 青年就農給付金 平成25年２月

お問い合わせ先：いわき市農業振興課 担い手支援係（２２－１１４８）

地域の中心となる経営体はどこか

中心となる経営体にどのように農地を集積するか

地域農業のあり方（生産品目、経営の複合化、６次産業化）をどうするか

『規模拡大交付金』（受け手に対する支援）
〔交付単価〕　２万円／10ａ

農地利用集積円滑化団体又は農地保有合理化
法人を通じて、面的集積（連坦化）により経営規
模を拡大する農業者

『青年就農給付金（経営開始型）』
〔給付額〕　１５０万円／年（最長５年間）

『経営転換協力金』（出し手に対する支援）
〔交付単価〕　0.5ha以下　　　　　３０万円／戸
　　　　　　0.5ha超2.0ha以下　５０万円／戸
　　　　　　2.0ha超　　　　　　７０万円／戸
経営転換などをきっかけに「人・農地プラン」に位置づけ
られた中心経営体への農地集積に協力した方



いわき市農業委員会だより 2014 年（平成 26 年）1月 1日第 162 号（5）

　選挙管理委員会が調製する「農業委員会委員選挙人名簿」に登載するために必要な申請書は、
12月上旬ころに、農事組合を通じて、農家の皆様に毎年配付させていただいています。
　次の選挙人資格を有する方は、申請書に必要事項を記入のうえ、提出をお願いします。
　なお、申請がない場合、選挙資格を有していても、農業委員の選挙に投票できなくなりますので、
期日までに申請書を提出くださるようお願いいたします。

去
る
11
月
23
日
、
代
々
木

の
明
治
神
宮
会
館
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
第
52
回
農
林
水
産
祭
に

お
い
て
、
農
業
委
員
の
鯨
岡
委

員
が
代
表
を
務
め
る
「
㈲
と
ま

と
ラ
ン
ド
い
わ
き
」
が
、
農
林

水
産
関
係
の
最
高
位
に
あ
た
る

天
皇
杯
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
の

で
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

農 地 流 動 化 情 報 vo l .22
農業委員会では、農地の有効利用促進を図るため、売買・賃貸借等を希望する農地の情報を提供しています。

※今回掲載した農地以外にも売買・賃貸借等の意
向がある方は、是非ご相談ください。

【お問い合わせ】
農業委員会事務局農地調整係
☎ 0246（22）7578

■売りたい
No 農地の所在地 地目 面積（a）
1 平上高久字塩崎（１筆） 田 15.40 
2 平上高久字塩崎（２筆） 畑 7.44
3 平上高久字宮田（１筆） 田 9.91
4 平上高久字若柳（１筆） 田 9.91
5 平上高久字徳万坊（２筆） 田 22.37
6 平上山口字反返（１筆） 畑 8.33
7 平中神谷字薬師前（１筆） 畑 4.93
8 平下神谷字赤沼（５筆） 畑 22.15
9 平下神谷字大師（１筆） 畑 4.30
10 勿来町四沢柴橋（１筆） 田 9.55
11 四倉町玉山字桜田（２筆） 田 26.32
12 好間町小谷作字広畑（５筆） 畑 22.23
13 好間町小谷作字北向（２筆） 畑 11.28
14 三和町中三坂字根岸（１筆） 田 20.45
15 田人町旅人字横根（１筆） 畑 78.57

■貸したい
No 農地の所在地 地目 面積（a）
1 平赤井字一の町（１筆） 田 7.02
2 平赤井字二の町（１筆） 田 29.48
3 平中神谷字薬師前（１筆） 畑 4.93
4 錦町川原（６筆） 畑 52.01
5 錦町成沢（１筆） 畑 7.13
6 田人町旅人字横根（１筆） 畑 78.57

資格要件

　いわき市に住所を有し、平成 26 年３月 31 日現在、年齢が満 20 歳以上（平成６
年４月１日までに生まれた方）で、次のいずれかに該当する方。
①　10ａ以上の農地につき耕作の業務を営んでいる方。
②　①に該当する方の同居の親族またはその配偶者で、年間おおむね 60 日以上耕
作に従事する方。

③　10 ａ以上の農地につき耕作の業務を営む農業生産法人の組合員、社員または
株主で、年間おおむね 60日以上耕作に従事する方。

平成２６年１月１０日（金）

農業委員会事務局、各支所・市民サービスセンター
※１月１日～３日は閉庁日、１月４日（土）、５日（日）は農業委員会事務局のみ

提出期限

提 出 先

天皇杯受賞天皇杯受賞
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農業委員会ホームページ http://www.city. iwaki . fukushima.jp/nogyo/index.html

　

田
人
地
区
か
ら
今
回
ご
紹

介
す
る
の
は
、
田
人
町
黒
田

の
い
わ
き
中
央
牧
場
で
す
。

　

前
身
で
あ
り
ま
す
い
わ
き

市
酪
農
は
、
い
わ
き
市
内
の
酪
農
家
の
子

牛
を
預
か
り
放
牧
を
行
う
育
成
牧
場
と
し

て
、
黒
田
牧
野
組
合
か
ら
牧
草
地
を
借
用

し
開
設
し
ま
し
た
が
、
市
内
酪
農
家
の
減

少
に
伴
い
、
平
成
４
年
７
月
に
、
農
業
生

産
法
人
・
有
限
会
社
い
わ
き
中
央
牧
場
と

し
て
再
ス
タ
ー
ト
を
切
り
、
酪
農
業
に
集

約
し
た
農
業

形
態
に
移
行

し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、

平
成
７
年
２

月
に
は
、
農

業
経
営
改
善

計
画
認
定
を

受
け
「
認
定

農
業
者
」
と

し
て
飼
養
規

模
を
拡
大
し
、
同
年
11
月
に
は
、
フ
リ
ー

ス
ト
ー
ル
牛
舎
を
導
入
す
る
こ
と
で
、
乳

牛
が
自
由
に
動
き
回
る
こ
と
が
で
き
る
ス

ト
レ
ス
の
少
な
い
設
備
に
改
善
し
ま
し

た
。

　

元
々
は
、
放
牧
を
主
体
と
す
る
牧
場
で

し
た
の
で
、
敷
地
は
82
町
歩
、
東
京
ド
ー

ム
約
18
個
分
の
面
積
と
広
大
で
す
が
、
酪

農
業
に
集
約
し
た
現
在
で
は
、
放
牧
は
行

わ
れ
て
お
ら
ず
、
牛
達
は
牛
舎
の
中
で
管

理
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
の
飼
養
頭
数
は
経
産
牛
が
43
頭
、

育
成
牛
が
28
頭
で
、
従
業
員
４
名
が
三
交

代
制
を
と

り
な
が
ら

管
理
し
て

い
ま
す
。

１
日
の
牛

乳
生
産
量

は
１
ト
ン

強
で
、
福
島
県

酪
農
業
協
同
組

合
を
経
由
し
て
、

地
元
事
業
者
に

出
荷
し
て
い
ま

す
。

　

牧
場
は
山
の

上
の
開
け
た
土

地
に
あ
り
ま
す

の
で
、
よ
く
見
学
者
が
訪
れ
ま
す
が
、
現

在
は
衛
生
管
理
を
厳
格
に
す
る
必
要
か

ら
、
牧
場
見
学
は
ご
遠
慮
い
た
だ
い
て
い

る
と
の
こ
と
で
す
。

　

震
災
の
折
に
は
、
地
域
の
方
々
の
ご
協

力
を
頂
き
な
が
ら
、
何
と
か
乗
り
切
ら
れ

た
と
の
こ
と
で
す
が
、
当
時
の
爪
痕
は
、

牧
場
施
設
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
残
っ
て
い

ま
す
。

　

酪
農
は
３
６
５
日
毎
日
乳
絞
り
を
行
う

仕
事
で
す
が
、
牛
達
の
成
長
や
、
生
ま
れ

て
く
る
子
牛
の
命
の
営
み
を
励
み
に
し
な

が
ら
、
社
員
一
丸
と
な
っ
て
福
島
県
一
番

の
牧
場
を
目
指
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

（
執
筆
・
撮
影　

荒
川
光
弘　

委
員
）

　

農
業
・
雇
用
・
健
康
医
療
な
ど
社
会
経
済

の
構
造
改
革
を
進
め
る
目
的
で
設
置
さ
れ
た

「
規
制
改
革
会
議
」
の
農
業
分
野
の
作
業
部

会
に
お
い
て
、
企
業
へ
の
農
地
保
有
解
禁
な

ど
、
農
地
改
革
の
議
論
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

農
業
委
員
と
し
て
特
に
注
目
し
て
い
る
の

は
、
農
地
を
集
約
し
て
担
い
手
に
貸
し
出
す

仕
組
み
づ
く
り
の
中
核
と
な
る
「
農
地
中
間

管
理
機
構
」
の
あ
り
方
に
つ
い
て
で
す
。

　

本
件
に
関
す
る
農
業
委
員
会
の
関
わ
り
方

に
つ
い
て
は
未
だ
審
議
中
で
す
が
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ

問
題
や
40
年
以
上
続
い
た
米
の
生
産
調
整
の

方
向
転
換
な
ど
、
農
政
の
大
き
な
分
岐
点
を

迎
え
る
な
か
、
今
後
の
動
向
に
注
視
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
執
筆　

飯
高
敬
一　

委
員
）

●荒川　光弘　●草野城太郎
●飯高　敬一　●渡邉　和夫　●佐川　良平

編集委員

農家のための情報誌

発　行 … 毎週金曜日（月４回）
購読料 … 月６００円
申込先 … お近くの農業委員
　　　　　または農業委員会事務局
電　話 …（２２）７５３４

全国農業新聞の購読をあなたも全国農業新聞の購読をあなたも

　今年で 23回目を迎える「泉ふる
さと祭り」が、10 月 19 日（土）、
20 日（日）の両日、JR 泉駅前の
愛称「ふるさと赤玉通り」などで開
催されました。
　19 日の前夜祭に続いて、20 日
に開かれた本祭りでは、旧泉藩本多
家２代藩主が参勤交代の際に、太陽
を象徴する赤玉・朱天目を飾った槍
を行列の先頭に立てて練り歩いた伝
承に由来する「泉赤玉奴行列」や、
二百年以上の歴史と伝統を誇る泉町
滝尻地区の棒術「棒ささら」などが
披露されました。
　また、「ふるさと赤玉通り」では、
地元商店会を中心とした「ごっちゃ
市」も開かれ、約 40の商店、企業
などが出展しました。この「ごっ
ちゃ市」に、JAいわき中部女性部
は、昨年に引き続き、放射能による
風評被害を払拭しようと出展し、い
わき市の「見せます！いわき～いわ
き農産物見える化プロジェクト～」
の旗を立て、放射能検査をパスした
農産物やそれらの加工品を販売しま
した。

　テント内には、部員手作りによる
豚汁、のしもち、あんこもち、きな
こもち、五目おこわなどの加工品が
賑やかに並べられ、いわき産の農産
物、加工品の安全性を消費者にア
ピールし、来場者からは大いに好評
を博しました。
（執筆・撮影　佐川良平　委員）

い
わ
き
中
央
牧
場

編
集
後
記

編
集
後
記

地区だよ
り

　　《南
部地区》

　  〔勿
来・遠野

・田人〕

ト ピ ッ ク ス
ふるさと祭りで

風評被害払拭をアピール


